
Ⅳ ホ タ テ ガ イ の 害 虫 防 除 試 験

高 橋 克 成 ･ 赤 星 静 雄

序 昌

昨年度に引続き､ホクテガイの害敵生物であるPolydoraciliata(Jo血ston)の被害を防除するた

め､その生態調査と被害実態調査を行なった｡

A.P.ciliataの生態調査

1 P.ciliataの生活史調査

調 査 方 法

調査期間;毎月 1回 周年

調査場所;平内町弁慶内､浅所､

青森市造道

材料と方法 ;朽網あるいは潜水で

採取したホクテガイの穀に着

生穿孔しているP.ciliataを

,,0.O5解フェノール海水に浸潰

して誘出し､メン トールで麻

酔後､その体節数､体長､抱

卵の有無､eggsacの数を調

べた｡

結 果 第 1図 調 査

地 点 一一一一4了｡ p.ciliataは 0.05舜フェ ノール海 水で容易に殻外に出すか､ピンセッ トで摘出

することができた｡｡ 調査地3ヶ所のうち､平内町弁慶内地先の調査結果 (表面水温､発生群別体

節数組成､抱卵虫の出現率の変

化)を第2図に示した｡o Eggsacは 43年着生群について 10月 17日から 1月26日まで調査したが

､ 11月中旬をピークに10月下旬から12月下旬にかけて集中的に出現した｡
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第2図 P.ciliataの体節数組成､抱卵状況の季節変化

平内町弁慶内地先 A;昭和43年着生群

供試月は昭和43年3月放流 B; 〝 44年 〝

C;〝 45年 〝
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第3図p.c
iliataの生活史とホクテガイ穀への着生穿孔の模



2 ホタテガイの放流時期とP.ciliataの着生量について

調 査 方 法

調査月日;昭和44年 10月7日

調査場所;平内町狩場沢 (第 1図､第4回参月の

材 料 ;昭和43年産で､43年 10月26- 11月4日放

流の月と44年3月14日放流の月

方 法 ;調査点の設定は潜水観察で着生の多い地点をStl

としボンデンを置き､そこから間縄を使って順次決めた｡

ホタテガイの採集､採泥は潜水で行をった｡放流時期の異

る且の分類は､放流時の穀長とP,ciliataの着生部位よ

り区別した｡

調査項目;oホクテガイの個体測定

oP.ciliataの穿孔数-････1度着生後脱落したと

思われる着生初期の侵蝕溝は除いたo

o底質の粒度分析

結 果

o 調査の結果を第 1表に示した｡

o 底質はどの調査点 も同じ傾向を示 し､4mm

以上の鍵を含んだ粗い砂泥質で､125JL以

下の粒子は 15.0-29.4帝の範囲にあった｡

o P.ciliata着生の終了後である3月に放

流したものの着生数は､着生期以前に放流 し

たものの平均でおよそ 志 でSt 12で は 2iTo

と小さな値を示したO

3 P.citiata幼生の室内飼育

飼育期間;昭和44年 10月 16日～45年

1月30日

材料と方法;平内町弁慶内地先から採集した

ホクテガイ2年月の左穀を切 り離し､水

槽に入れて幼生の遊出を待ったO適量の

幼生が遊出したら殻をとり去り､餌料と
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3m第 1表 具をる放流時期の月の穿孔数の

比戟調査 調査 個体 数 平 均穿 孔数 125′上以Tの粒子の

含有率肇地点
A B A B1 25 1

259 0 16.42 24 0 59 - 28.4

3 0 25 - 1.7
21.04 0 0 - -

■■■ 14.05 26 0 2
19 22.86 1 28一 120 1.0

20.47 0 1 1

18.98 l l 11 0
18.59 0 25 -

0.52 19.010 0 26

0.57 29.All 0 25 - 5.1 2

5.912 1

1 14 45 0.21 15.713 0 18 0.17 15.0､

平均 1
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してPhaeodactyllm tricornutum を適宜授与して飼育した.水温は天然に近くセットし15･3

-8.5℃を保った｡

結 果

o Eggsacの出現した産卵期のP.ciliata を穀のせせ飼育することにより､遊出してくる幼生を容

易にとることができた｡

○ 最初の遊出は10月16日採捕月による10月29日で､最後は12月8日採輔の12月10日で

あった｡

o 幼生は強いすう光性を示した｡

0 11月18日遊出した幼生は､12月18日には最も大きをもので体節数17に達し､1対の

Tentaニleを有し着生ま近い幼生に成長した｡

o 終令幼生から着生幼虫への変態はスムーズにゆかず､水槽内に生きたホクテガイ稚月と泥をおいた

もので初めて穀に5匹着生し穿孔 した. しかし､泥だけのもの､泥とホクテガイの穀､ホクテガイの

穀だけの3例には着生や泥管をつくるこ とばをかった.

考 察

陸奥湾に発生するP.ciliataは大部分が1月から2月という比較的短期間に着生するこ と､3月中

旬に放流された月には着生期以前に放流した月のlio-2ioの着生しか夜か-たこと､また他の場所か

らの転居も認められなかったことから､P.ciliata の穿孔によって被害の発生する漁場では､放流時

期を3月中旬以降にすることは初年度の着生を防ぐ有力を手段にをると思われる.初年度に着生したも

のがホクテガイの成長とともに採捕時期には丁度月柱上に位置し最も被害を加える着生群であるだけに

着生期以後に放流することが非常に重要であると思われる.

o P.ciliataの生息章境として､漁場の底質が最も重要と思われるので､着生の限界を今後明らか

にする必要がある｡

B. 被 害 実 態 調 査

p.ciliata の穿孔による被害の現われ方は､

1.桁網採捕 (操要)時に穀がこわれる.

2. 月の成長を阻害する｡

3. 加工製品に悪影響を与える｡

の3点が考えられる｡それらの実態を明らかにするため､湾内で被害の報告された3地域を選んで調

査を行浸った.

-172-



調 査 方 法

調査月日;昭和44年 5月8日～10日

調査場所;平内町浦田 (稲生)､小湊 (弁慶内)

横浜町槍木川沖 (第1図参照)

材 料 ;昭和42年産放流2年且

方 法 ;ホクテガイの採輔は当センターの白鳥丸で桁網を使用した｡

1地域でP･ciliata の穿孔o多い場所と少ない場所 (対象区)から試料をとった.対象区は

浦田地区は浦田､小湊は弁慶内､横浜は櫓木川のそれぞれより浅い所としたO

乾燥月柱の製造は県漁連に依頼した｡

調査項目;ホクテガイの採輔と破壊状況､被害慶と多項目調査

結 果

3調査地域のホクテガイの桁網による破壊状況と-い死且について第 2表に示した.

破歩､-い死月とも横浜が高い値を示した.

第2表 桁網による採捕状況

浦 田 小 湊

横 浜稲 生 対 象 区 弁 慶 ー内 対~象 区

櫓 木 川 対 象 区全 採 捕 数 805 (%) 158 伊) 455 (勿 59 (gu

) 111 (%) 22 (㈲坐. 月 数 796 98.9 152 95.7 447 98.7

56 94.9 91 82.0 22 100正 常 月 数 775 96.5 150 94.2 4

41 97.4 56 94.9 66 59.5 22 100破 壊 且 数 21 2.6 2 1.4 6 1..5 0025 22.5
0 0P.ciliata 5 0.6 00 0 0 0

0 8 7.2 00桁 網 16 2.0 2 1.4 6 1.5

0017 15.5 00へ い 死 月 数 9 1.1 6 4.5

6 1.5 5 5.1 20 18.0 0 0P.cilia

ta 0 0 005 0.7 0 0 8 7.2 0 0そ の 他 9 1.1 6 4.5 5 0.7

5 5.1 12 10.8 0 0破壊原因 P.ciliata-･- 明らかにP.ciliata の穿孔で殻がもろくなったことが原因であるもの｡

桁 桐 ･･-･桁桐の物理的な刀
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第3表 正常且の被害慶の比較

浦 田 小 湊

横 浜稲 生 対象区 弁慶内 対象区

櫓木川 対象区調 査 個 体 数 50 50

50 50 47 22被 害 慶 の 基 準 大 小 内 大

小 内 大 小 内 大 小 内 大 小 内 大 小 内被の害窓皮(Fu) 0 2 2 2 6

6 92 70 8 0 8 64 48 72 6 06 41 0681 12 62 6 54 6 28 鵡 2 50 52 26 22 52 025 59 59 52
2 48 54 46 0 2 2 58 10 52 4 14 6 26

2 17 056 03 58 2 46

0 0 0 6 88 50 0 12 0 55 98 55 0 5 0底 質 砂 泥 砂 砂 泥

砂泥藻場 砂 泥 疎125′上以下の粒子
の含有率 (arp) 51.0 5.1 50.8 - 57

.8 -不 採 録) 20 16 16 ll

18.5 16被 害 慶 の 基 準撃軍産 大 型 虫 匪) 小 型 虫 Z,月 内面の観察による

(内0 穿孔なし 穿孔をし 穿孔痕がないか､非常に少夜hO1 穿孔数 30以下 穿孔数 60以下 穿孔痕はまばらで穀は硬く完全に

コーティングされている.2 穿孔数 200以下 穿孔数は約400以下 穿孔痕は月柱上の 2/3以下をしめ密で夜レも内面に凹凸があり

1部にコーティングされをh痕があるo3 穿孔数 200以上 穿孔が多く､局部に非常に密集しているもの

初期浸蝕溝が非常にダいo 穿孔痕は月

柱上の2/3以上を占め-,または穀の破壊の原因となつ 全面にあって内面の凹凸が顕著

OているものO コー

ティングされない痕がふえるムメ モ 数字には初期浸蝕薄は含まをい.次に 3地区の被

害慶と底質について第3表に示した.被害慶は左穀の大型虫の穿孔数､小型虫の穿孔数､穀の内面の観

察によった｡3地区はそれぞれ p.ciliataの穿孔に特色があり､稲生は小型虫が少を く､内面の被害が高

ho横浜は小型虫の穿孔が穀の外縁まで非常に多く､また内面の被害は最も高かった.弁慶内は虫体が

大きいせいか大型虫の穿孔数に比べて内面の被害が高かった.小型虫の穿孔は殻の外縁より内側に

帯状に分布していた.

次にホクテガイの成長にかよぼす影響として､被害産別の個体測定の結果を第 4表に示した

.測定値には被害度の違いによる差はみられ浸かった. しかし横浜の SWxlSIJ･SH･SWd

の値には明らかな差が認められた.加工製品に対する影響としては､乾燥月柱をつ く9その結果を第5表

に示 した.破壊した月の乾燥月柱は品質が非常に悪く､比較の対象外と



第4表 被害産別個体測定の平均値

被害慶 個体 S.L.S.H.S.Wd.T.帆 M.W. S.W.月柱ⅣMWx1江)0 貝柱WX1〔
mSWX1,000数 cm cm cm 9 g g

g SA .脈 1斑点伽 鉦鉦Ⅰ執Ⅵ稲 生対 象 区 0.1 4 ll.8 ll.1 2.8

156 70 61 24 194.5 67.0 176.52 25 12.0 ll.5 2.9 161 75 75 27 185.5 ･68.7 179.4

3 25 ll.8 ll.1 2.9 158 72 70 26 189.1 6

9.4 185.950 12.4 ll.5 2.9 178 77 82 28 187.4

68.6 197.1弁 慶 内対 象 区 0.1 19 ll.4 10.9 2.7 15

7 68 75 25 204.8 68.6 205.52 16 ll.5 1

0.8 2.7 150 65 65 21 196.4 65.7 196.73 15 ll.5 10.8 2.7 151 68 ●● 22 198.5 66.9 200.7

50 10.4 10.1 2.5 114 46 59 16 172.5

60.6 217.7横 浜対 象 区 0.1 14 ll.2 10.8 2.9 145

65 66 25 180.7 66.1 192.92 8 ll.9 10.2 5.0 164 72 57 25 185.0 66.

5 185.03 25 ll.7 ll.0 2.9 1i8 69 65 2

6 181.2 61.2 171.02

2 10｣̀0I 9.8 2.6 115 45 59 25 169.0 65.8 250.8被害度は内面

か らの観察によったo対象区の被害度は第 5表参照のこと｡第5表 乾燥貝

柱に現われたP.ciliata穿孔の影響被 害 慶 (内面) 0､1 2､3

破壊月調 査 個 体 数 24(%) 27(%) 27(qv)

肉

1)質形態 ⅠⅡⅢⅣ 8 5511 465 210 0 2 716 599 5500 004 159 551

4 52砂泡の入 無有 25 961 4 20 747 26 5 11

20 89且

の穀混片
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のが多かった.また品質のうえで重要をきょう雑物の混入では､砂の混入が多く品質を落す原因と在っ

ていた.

考 察

昭和 43年度の調査では､穿孔による被害がホクテガイの測定値に表われ浸かったが､今回の調査で

もそのことが明らかにされ､殻か内側に侵入してくる P.ciliataに対するホクテガイの防衛能力はか

をり強いと思われる.しかし横浜槍木川沖でみられた異常に高い破壊とへい死率については､内面の被

害慶が一番高かったことの外に他の場所より小型虫の穿孔が極端に多く､穀の外縁まで密集 していたこ

とも原因の1つと考えられ､高密度の小型虫の穿孔の影響を明らかにすることが今後の課題と思われる｡
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